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目標①

生活利便性が高く暮らしやすい
町営住宅・分譲地の供給

目標②

若い世代が魅力的な住宅を
取得できる仕組みづくり

目標③

魅力的な中古住宅が
適切に循環利用される仕組みづくり

目標④

移住サポートを段階的かつ
継続的に提供する仕組みづくり

目標⑤

安全・快適でバリアフリーな
持ち家ストックの形成

基本方向
①

地域拠点に近くて交通利便性の高い
分譲地の整備

基本方向
②

若年ファミリー向けの
定住化促進町営住宅の整備

基本方向
①

若い世代の住宅取得に対する
支援制度の充実空き家情報の提供

基本方向
②

多世代同居・近居に対する
支援制度の充実空き家活用を後押しする

基本方向
①

リフォーム制度の充実

基本方向
②

空き家情報の提供

基本方向
①

地域の担い手確保に向けた
支援制度の充実

基本方向
②

移住希望者に対する
多面的なサポートの充実

基本方向
①

持ち家の耐震性向上に向けた
支援制度の充実

基本方向
②

持ち家のバリアフリー化を
後押しするリフォーム制度の充実

　人口減少社会や超高齢化社会の本格化を背景に、人口減少と地域経済の縮小を克服し、「ひと」を
つくり、その「ひと」が「しごと」をつくり、「まち」をつくるという、まち・ひと・しごとの創生と、
本町経済の持続的な好循環を確立することが課題となっています。
　そこで住宅政策を総合的かつ計画的に推進していくために、今後の住宅政策の方向性や施策展開
のあり方、今後取り組むべき施策の方向性を明確にする「南越前町定住に向けたマスタープラン」
を策定しました。
　この計画は「南越前町まち・ひと・しごと創生総合戦略」と併せ、最終目標年次を平成 31年度と
しています。

南越前町定住に向けたマスタ ープランを策定しました！

移住・定住の目標 施策展開の基本方向
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●�転居後の住まいは、約半数の方が持ち家の一戸建てを希望。
●�「結婚」「親からの独立」の他、より良い住環境を求めて
転居する方が多い。

●�「一戸建て町営住宅」「町営の分譲地」を求める意見が多い。
●�整備するエリアは、「小中学校付近」「国道沿い」「鉄道駅
付近」を求める意見が多い。

●�購入意向のある方は、全体の５％。うち約３割の方が５年
以内の購入を希望。

●宅地の大きさに対する希望が多様化。
●�約半数の方が 40,000 円 / 坪 未満を希望。

課題①

町が整備する
住宅・宅地の魅力向上

●�人口は 25年間で約２割減少。
●�25 年後の人口は、平成 22年比の約３分の２まで減少す
る見通し。

●�高齢化が加速。25年後は５人に２人が高齢者に。
●�自然動態、社会動態ともに減少。人口減少の要因に。

課題②

若い世代の定住促進

●�空き家率は町平均で 7.5％。
●�自宅を「売却」「賃貸」したいと考える方は少ない。

課題③

中古住宅の有効活用

●�「情報発信」「就労支援」「受け入れ体制の充実」「住宅資
金援助」を求める意見が多い。

課題④

移住希望者の定住促進

●�一戸建ての持ち家が多い。
●�約１/ ４の方が、建替えや改修等を希望しており、特に改
修を希望する方が多い。

●�県平均と比較して、町民の住まいに対する評価が高い。
●�住宅性能に関する評価が比較的低い。
●�約６割の方が今後も定住を希望。
●�「建替え」「新築」「各種リフォーム」に対する補助金を求
める意見が多い。

課題⑤

持ち家ストックの
「質」の向上

南越前町定住に向けたマスタ ープランを策定しました！
　南越前町定住に向けたマスタープランを策定するにあたり、南越前町第２次総合計画を上位計画に掲げ、５
つの移住・定住の目標に分け、施策展開の基本方向を位置付けました。また、施策の進捗状況を把握するため、
目標の達成度等を検証していきます。
　この計画の策定にあたり、アンケート調査を通じ町民の皆様から貴重なご意見・ご提言などをいただき、心
から感謝いたします。
※南越前町定住に向けたマスタープランは町ホームページに掲載しますので、ぜひご覧ください。
■問合せ　建設整備課　☎ 47－8003

主な現況・アンケート結果 移住・定住に向けた課題
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